
 
令和３年度 兵庫県立大学大学院 緑環境景観マネジメント研究科 

   景観園芸演習（実践演習）発表会（予定） 
 
日時：令和４年２月１５日(火)９：２０～１７：３０ 

場所：公立大学法人兵庫県立大学 淡路緑景観キャンパス 
（兵庫県立淡路景観園芸学校 多目的ホール） 

 

※発表・時間等は予定です。変更になることがあります。 

 

９時 00分 開場、受付   

 

保全管理領域 

●継承された資材事例から考える庭じまい手法 
●緑地空間評価のためのVR特性の把握 
●夏咲きのハママツナ -南あわじ市のハママツナ個体群にみられるフェノロジーと立地選考性の分化 
●淡路島における湿田での稲作に関する聞き書きと放棄湿田での稲作実践  
●淡路島におけるチドリ類をフラッグシップ種とした海浜保全～地元住民との連携による保全ネットワークの
構築～ 

●淡路島北部における明治期以降の植生景観の変遷―森林群落の時間的連続性と過去の空間配置に着目してー 
●滝の音と映像が人間の心理や生理に与える影響―病院屋内で自然を感じる為にー 
 
活用デザイン領域 
●樹葉の含水率および水分保持時間による樹種ごとの防火力の評価―神戸市密集市街地の公園を例にー 
●屋内空間における人工観葉植物の利用についての考察         

●淡路島における市民花壇の持続化に向けてー市民参加型ナチュラリスティックガーデンの提案― 
●洲本市街地の路地空間に関する調査 レトロこみちを中心に 
●神戸市の住宅地における街路樹への住民意識と緑視率について 
●家庭菜園の QOL（生活の質）向上に関わる機能と社会課題解決の糸口となる可能性についての考察 ―SDGs
時代のサステナブルキッチンガーデンThe Greener Table Gardenの提案と試みを通じてー 

●ゴミ拾いボランティアの活動の形態と動機について 

●地域に根ざす巨樹との対話 
●漁村集落における猫のいる風景に関する考察―岩屋地区を対象にー 
●農村振興に関わるランドスケープデザイン 
 
施策マネジメント領域 
●漁師着“ドンザ”から見た淡路島の藍染文化の特徴とその継承支援プロジェクト   

●神戸多聞台地区におけるバタフライガーデンづくりを通じたコミュニティ再生 
●淡路島における樹木の地産地消プロジェクトー集落・事業者・消費者をつなぐポータルサイトの構築― 
 
まちづくりガーデナーコース（座長 上村 公浩） 
●屋上庭園に癒しの空間を取り戻す 
●花と緑のまちづくり 未来の担い手を学童の現場から 

 

●全体講評、景観園芸賞発表、閉会挨拶 

 

〒656-1726淡路市野島常盤９５４－２ 

兵庫県立大学大学院 

 緑環境景観マネジメント研究科 

（兵庫県立淡路景観園芸学校） 

TEL：0799-82-3131 FAX：0799-82-3124 . 

http://www.awaji.ac.jp/ 

 

 

 

 


